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　　本會前會長帝國學士院會 員．束京帝 國大學名捲轍 授 ， 理學博士佐 k 木忠次郎

Lkは安政 幽 魃 商繍 り隴 に 生 オした ． 父椎六 （後長淳）氏騰 末 ec於 け る先覺者で

慶應三 鱗 胎 を帶び 米脚 ・渡 り銑砲 を求 め又 1購 六 61・墺陵購 踰 に 遣 は され な

ど して 新知識 を もた ら し，特 に 明淪 年闇に養蠶製絲方面 に 貢 tS“x した事多 く此方

面 に有名な人 で あ つ たが齡八 十 七 で 先年物故 された。此 八 を父 と して 生れ た佐

矧 賻 ・r・鷹 塒 か ら刪 く粗 食耐 ん じて 刻苦勉勵 削 τ 」購 ・4年東京大劉 三物

聯 睡 隊 し同6陳 獣 學ゴ黝 獗 とな i川 聯 駒場農學校崕 纈 ，19 鯨 京

農林學懈 媛 塑 養蠶 ・臙 鞴 ：

究 の 鰯 麹 瑠 蛾 2癖 理學†専士 の 靴 勘

け共年歸輒 明治 26年動物厚脱 蟲學養蠶學 の 諱挫 が 倉幟 さオ哄 第 2講座 を循任

し 42 年再度の 洋行を し大正 ユ〔1年遏 官せ らる る迄 39 牟の 長き に 亘 つ て 大學 に

灘 をと られ研聚 れた．邊官の 年珂脂 を以 て 東輔 鰍 靴 戀 提 な られ、

11 年帝國・學士院會員に 列せ られた。

　　以 上 は博士 の 官歴 の 主脹 で あ つ て ・此外メ（戴省農商務 省等の 御 蟠 に よ る害

蟲 講 病 ・眞珠貝 の 移植試驗 桑樹萎 糸艫 懈 蒔 の調査研究．文ens・K の 小 蜘 瞬

糊 書編纂委 員等 の 外棘 麟 夫孵 醇師，地 媾 欝 ・驟 學昆 蟲學養蠶學 及び

敏 黼 礫 麒 一
生 を捧 げ ら2埴 接 r腋 瞰 を う け た もの は全 國 に 滿 ち て 居 る．

今此等 事蹟 の 一k は擧げ切れぬ か ら末尾 の 縮 目蜘 磯 晦 に 博 士 ゐ研 究 の 中

著 名な もの を述 べ て 見 よ う。　　　　　　 ・　　　　　　　
『

、

　　々 ヒ コ ノ ウ ジ バ へ （蟄蛆 蠅 ）は我 國固有 の 寄生 蠅で 其寄生 方法 及 び 複雜 輿

味あ る 生骸 を明 らか に し瀦 は世 界 の 昆蟲學界Q 硯聽 矧 き冷 獪廣 く引用

され て 居 る處で あ る・此研究 1蝦 靉 界 に 於 て 毎年何 礪 圓 の 被害 嶼 へ て 居
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　 る蟹 蠅 の 驅除豫防法 の 根底 をな して 居 る。叉昆 蟲學は残蟲 を採集 し共分題に

　沒頭 して 居 つ た営時 に於 て ．博士 は 昆麺 を共卯 叉 は幼蟲か ら飼育 し共経避 習性

　 を明 らか に し、幼錨の 食餌．天敵等 を も研 究 し以 て 本邦昆 蟲生態學 ， 應 用昆蟲學
、

の 基礎 を築か れ た。井 著 日本農作物害蟲篇，日本樹木害蟲 篇以 下各種 の 害蟲蒲

　 は 皆實際 に飼 育親察 さ れ た 結果 で あ る．
’
如斯 き仕事 は甚 だ 地味で努 力耐 忍 を要

　 す る こ とで あ るに も拘 らす撼 士 は最後迄 1奮まず績 け ら朮 た事は誠 に偉 とす べ き

　 こ とで あ る e 退 官後 に 於七も昆蟲の 1縣 は常に績け られ 1 そ れ が實 に 根氣 の よ

　 い もの で ， 近年は 大阪 で 發見さ れ た オ ガ ク v ノ・キ の 葉に蟲腰 を生す る蛎蟲Q ．冬

　 の 寄主 を探 さ うと毎年績 け られて 居つ た。槻察にぱ殆 ど必す鴇生圏 を描か れ 黒・

　 い ク bA ス の ノ ー ト ブ ツ ク に 記録 と共 に張 ゆ こ んで 居 られ た。 こ の樣 な ノ ー 1一

　 プ ツ ク が 各 目た分 け て 蜘蛛，壁 蝨 の 類迄何 f−・liBも書齋の棚 に 竝 ぺ て あ る の に驚

　 か され る。 そ の 内容 の 大部分 が未 發表 の もの で ある と思 ふ 時常 人 の 及ぶ べ か ら

　 ぎる根氣 と精勵 に 讃嘆せ ざる を得 な い 。以 上 の 事跋の 外桑の 介殻蟲 イ ボ タ蝋

　 蟲，野生絹絲蝨の 研究等腫 々 あ るが 昆蟲學と養蠶學 と の 兩方に 跨 る もの が 多い の

　 は擔任 の 講座か ら考へ て 當然な こ とで あ る。

　　　養蠶學の 方面で は微粒子病 の 研 究調 査 及び 共防除法 に つ き 力 を盡 され 叉蠶

　 の 膿病 の 研 究 に 於 て は刺戦病 因詮 を出 されて 居 る。筆者は今同 じ病 に就 い て 研

　究 レτ居 るが 博士 の 詮は 此病因研ero一ヒに 種 々 の 唔示 を與 へ て 居 る・
’
．

　　　．本邦 に 於 け る養蠶學は博士 の 嚴父長 淳翁 に よつ て 其芽生が 出來博士 に よつ

　 て 其基礎體系が 成 つ たと い ふ て も過 言 で はな い で あ ら．うと信す る。

　　　 以 上 の 如 く我昆蟲學界養蠶學界 に 大功 の あ つ た佐 々 木博 士 は 昭和 B 年 5

　 月突然暘狹窄 を起 され 手術 を餘儀な く し，同年 6 月 25 日薨 去 さ れ た 。 行年八十

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　＼

　 二。生前 の 功 を思召 され旭 日重光章 を賜は つ た。

　　　 邂骨 は青 山墓地 に 埋め ら剋 碑に は 淨眞院殿清室崇忠居士 と ある。本會は墾

　 次會長 と して 絶大 な る御蓋力を戴 い た 此偉 人に 對 し謹ん で 哀惜 の 意を表す る ．

　　　　　　　 ．・ ．　 　 佐 々 木 博 士 の 孚 面

　　　 博 士は 5 尺 2 寸位小柄 な人 で あ つ たが 眉濃 く， 長 く長 壽の 相 を具 へ て 居 ら

　 れ た。清簾潔白 よ く學者 と して の 本分 を守 り政策的の 事を好 ます ， 邊幅 を飾 ら

　 す 散切頭で
， よ く太 い 洋傘を手 に 徒歩 を好み 乘物は電車 バ ス等 を選 まれ ， 自ら奉

　 すF・る こ と薄 く，お・
つ ぎ合・ぴ で もなければ 自動車等に はあ广ま．り乘 られ なか つ た 。 幼 　　　．
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時 よ 1麗 衣粗食 に熱 まれ イ襠 の 勞働 を もさ れ た もの OJrt く，
　
・
［
・
・，“
・th・の 手指は太 く

トル X ト
ー

イ に 蜘 とた らば喜 び さ う な形 で あ つ た。 との 手で 姦の 瞳1を實 に 要 贋

よ く錨 き 叉 餘技に 人 物設繪 をよ く誰かれ 書 も亦雄健で 老 人風 の 弱い所 は なか つ

た。十 年位前か ら惠比篇；大黒 の 彫 刻 を集め ，喜稀 の 覦 をされ た時は惠比喬犠 の 繪

に 肥後大守 の 歎訓 を賛に した もの を覩戚知友 に 配 られ たの が 方 々 に あ る。精 力

家 と い ふ 風で は な く所謂手 まめ筆 ま めで 見聞親察 は す べ て 手記 し分類 し不 自山

ない 身分で あ り なが ら人 手 を煩 は さ 恥 なか つ た こ と も偉 とすべ き で あ る。研究

的 の 瓢 脚 働 鱒 の 加 iの み な ら媒 實 蹴 呼 も以前 か ら翩 ・ し言徽 され
た もの が 何冊 もあ る．，こ れ等 の 穡 木は 勿論未刊行の もの で 永 久に 世 に 出す に し

まふ の で は な い か と惜まれ る。此等 は默 々 と倦ます たゆ ます 竪忍持久 され た結

果で 誠 々 が 以 て 範 とすべ き もの で e る．t 　 　 ．　 　 　 　 　 t一

　　趣味 と して は釣 を好 まれ 、 又老年 に な ら窄して か ら も立 山，白馬，白山等 の 高山

に登 られ た。書叢 に も
一

隻眼 を もたれ 蒐聚 さ れ た もの に は油壷 ， 惠比 壽大黒 及び

根付 が あ る
。 油壷は餘 り多か ら す して 止 め られ ，惠比壽大黒は近 年 の こ．と で ばあ

るが相當 の 數 が あ る筈で あ る。然 し根付 に 至つ て は其 數二 千数百 に 達 し恐 ら くtt：．

天 下第
一

の コ レ ク シ ヨ ン で あ ら う。抑 根付 は 占 くか ら印蘢 に煙草入れ に其他色
’
1

々 の 提物に 附嫡し 大名か ら庶昆 に 至 る まで常用 し左もの で あ る。從 つ て 共形 と．
：

彫刻は豪奢高雅 な もの か ら狂歌 の 題材 に な ゆ相 な干民的な もの 迄 、多種 多樣で 興

味が あ り又名工 の 鎧骨彫心 の 名作 もあ る b 形は 小 さ く以前 人 の 餘 り顧 み なか つ

た頃に 目 をつ け られ 蒐聚 を始め られた。其蒐集 の 中に は張 目驚嘆す べ き 珍 品ポ

多 丸 あ る。此蒐聚 に よつ て
甲
凅 本の 根付

”
の 著が 出來， 鬮版は

’
博士 の 自筆 に・

な り

て 居 る。其 圖 を見れ ば媚び す衍 はす 自ら其 入 の 風格 を忍ぱ しむ る もの が あ る。
’

　，
鯨 士 の 邸に 一人の 爺やが居 つ た。名 を多田稻太 と云 ぴ ，信 州に 生 れ，若 ぐし

て 博士 を慕つ て 來 b仕 へ 老 年 に 至つ て 歩行稍 不 自由に なつ た が 邸 内 に養幽 して tt

居 つ た。博士が 薨去 され其葬儀の 日帥 ち 6 月 29 日彼 も亦 忽然 と世 を去 つ た。 聞

く人 み な博 士 に 殉死 した もの と 泊 を飮ん だ。以て 博士 の 下 僕 に 勤す る盗惜ポ窺

はれ る と思 ふ 。茲 に魯僕の 名を擧げ て 其冥輻 を斫 る。

　　筆者は趨 に於 け る博士 の 賑 0 助手 と して 親炙 した る の 故 を以 て 本會 の

依囑 に 從 ひ 、 拙丈 を草 し搏士 を記念す る。　 、

、
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佐 々 木忠次耶博士著作 目録

邦 文 　の 部

（灘 飜 纖 驚 雛 綿驪 至舗 ）

　 i1：：　 　　 名

動 物 　舶 　解

艱 　　の 　 虹

微 粒 子 窺 論

微 粒 子 病 の 説

微粒子 病 肉眼鑑 定 法

眞珠 貝調 査 及 移植試驗報
・
；！：
・

農科 大 畢 桑 F｛1【

竄 　の 　蛆 　害

膿
・．
　　 盟

・
眞珠 貝調 査 第一

縄

・ttル

啄 觀 讎 楷
新編動物敏網 さ

El本農作物害蟲箔

蠶撒粒子 轟 研 究 第一囘 報 告

　口本蠶微粒子 病研 究 書

蟲 類 發 育 裴

農 作 物 告 痲篇

　日本 樹 木 害蟲篇

淌 毒 の 注 意

昆 蠹 金 類 法

蠶 病 淌
、
毒 法

作物蟲 害 敏科磐 （
’
害蟲 篇 ）

作物病蟲害敏科害（病害篇）

柘 　蠶 　の 　儲

人 燈 の 害 錨

新編 養蠶教科啓

齢樹 ノ 害爺調査 第
一

囘報 告

．同
1
第二 囘報告 （豫 報 ）

屋 内 の 動 物

果 樹 害．蟲 篇
『

樟 樹 告： 蟲 談

發行年（西暦 ）

明 1S （1885）
・’ 〃 （ ” ）

t’　19 〔18s〔｝）

” 19（ 〃 ）

广；　2  （18s7〕
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” t’（ ”）

〃 　30　（1S97）

〃32 〔lsgLJ）

〃 33 （19．　00）

〃 ” （ 「’ ）　　　　　1
． 細 ・・冫 1雜驫穀 、簿樹繍 、、査

” 〃 （ 〃 ）
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〃 　35 （19C卜2｝

” 〃

’
（ 〃

・
｝

〃 F， 〈 〃 ）

”

　36 （，！
903）

’” ・・（ ’り

’1 ”（ ” ）
．

ヴ　37 （190｛L）

’厂　38　（1905）

’” ・ ｛ 〃 ）

〃

−
δ8 て

’
〃

’
）

”
 

” （ ” ）

”冫此
’
．c、’の

〃’・（ ” 1

藁1 
灘齢 、 　 ・ ・。 （19 η

同 　 　 節二 回報告 　　 　 〃 ・’ 〔 ’・ ）

溺國二於 ケ ル 柞蠶業 　　　　朔 41 （1908）

黼 1蔽 行 談 一地 學雜誌

　第 ≧0 卷 240 勠陀，241 號　．　　 〃 　43　（1910）
・
艱 兒膿病 の 病源　　　　　　 ・’ tt （ ・’ ）

閑 藝 害 蟲 篇　　 　　 　” 〃 い ’ ）

樟 樹 害蟲調 査 復 命 書　 　　 ”44 ｛1911）

昆 蟲 檢 索 表 　 　 　 　 大 元 （1912）
赤汕及 蝦 山ノ 害 撮 二

　　　 yli・ス ル 調査 　 　 　・・ ：S （1911）
園 　萎暮　害 　蟲 　篇 　　　　　　　　　　” 　5　（1916 ）

熊 笹 と 壁 蝨 　　 　 　　・・ 〃 い ’ ）

樟 ム ク ゲ ム シ 變 態 調 査 及 障

　 腦赤油石 鹸 鵬 蟲 試 驗 報 告 　 ” 6 （1917〕
五 倍子 の 話

一來 洋 摯藝難誌
　 第 34 卷 第 425 號

蠶 兒 の 蝿 卵 嚥 下 後 に 於 け る

　 蟹蛆 の 威 育

　 　報告1　 東 京 〒腿 1大 學農學蔀桑樹 見

　 　 本 園 ［［録

　 作 物 告： 蟲 篇

　 樟 集蟲調 査 報告

　 蠶 魁 ノ 蛹邑寄生 ス ル 壁蝨

　果 樹 害 蟲 篇
・
鹽鱒 の 飛蚯

一水 産學會報
　 　第 3卷 第 4 號

　 花 卉 害 蟲 篇

　 屋内 昌 往家 ス ル 蜊
一

第 王囘

　 　 日本動物學大 會講演抄錬

　大 森貝 嘘 ノ 由 來

　 桑心 止 瘻蝿 ノ 研 究

　 ア カ ボ シ カ ミキ リの 幼蟲 一

〃・’（ ’戸 ）

〃 　7　（1918）
”〃（ 〃）

・ ．s （191q・〉

〃 ・’ （
’

〃 ・｝
’冖 ・ （ 〃 ｝

〃 9 （1P20）

〃 】〔1（！921）

〃 tr （ ’J ）

”11 （1922）
〃 　12 （1923）

〃 　15　（1926）

昭 　511930 ）
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